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　東日本大震災の被災地復興は、見た目では被災地の様子は大きく変化したもの
の、被災地域の差はあれ、復興と呼ぶには到底及ばない状況でもあります。また外
部支援者の撤退が増加するなど、復興支援のための資源が減少しているため、地元
住民を主体とした課題解決とコミュニティの再建が必要です。
　これらのニーズに応えていくためには、被災者の主体性を十分理解し、かつ、問題
に対して長期的に取り組むことにコミットしている現地NPOの活動と組織基盤を支え
る仕組みが必要となります。
　そこで被災地で活動するNPOの組織基盤強化事業の一環として、被災地のNPO
リーダー（経営者）を募り、年間を通じて組織経営と運営のあり方について研鑽し、
個別組織の活動基盤を強化すると同時に、地域ごとの長期的な連携の基盤を作る
「NPO経営ゼミ」を福島県では2017年春にスタートしました。

タケダ・いのちとくらし再生プログラムは、東日本大震災により被災した
地域の復興のため、特定非営利活動法人日本NPOセンターが武田薬品
工業株式会社から、アリナミンの収益の一部を寄付金として受け、主に
岩手県、宮城県、福島県を対象に2011年10月から実施していています。

NPO経営ゼミについて

【NPO経営ゼミでゼミ生が行うこと】

　ゼミ生が主体的に「持続可能なNPO経営を行うために必要なこと」を考えて、1年
間を通じてお互いに切磋琢磨しながら実践に活かせるよう学び合います。基本的に、
年間研修プログラムはゼミ生の協議によって決定していきます。
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「ふくしまNPO経営ゼミ」とは
　武田薬品工業株式会社の支援を受け、当センターが実施する「タケダ・いのちと
くらし再生プログラム」の一環としてスタートしたプログラム。岩手県、宮城県、福島
県のNPOのリーダーを対象にした本事業は、各県5名という少数のメンバーが、1年
間を通じて主体的に学ぶことを目的とした企画です。

この企画に込める願いとは
　参加メンバーが被災された3県において、NPOが民間の力を最大限に発揮して、
被災地の復興活動やその後の地域活動を行う団体を、牽引するリーダー組織となっ
てもらうことです。そこでゼミでは、①まずは自らの組織の基盤強化を図ること ②メン
バーが主体的にこの機会を活用すること ③足元の課題のみならず、先進事例から学
ぶこと ④メンバー間の関係が、終了後も助け合えること ⑤自らの学びや経験を、他の
団体に共有すること を目標に、福島の第1期のメンバーには取り組んでもらいました。

さて、その成果は…
　メンバーは、みんな忙しい業務をやりくりして参加してくれました。最初は遠慮しな
がら、時に主体的運営という進め方に戸惑いながら。しかし回を重ねるうちに、悩み
を打ち明けたり、持論を展開したり、慰め合ったりと、仲間としての認識が浸透しはじ
めました。そして、遠方の団体視察を通じて、今自分たちがやるべきこと、これからの
福島に必要とされることについて、気づき、考え始めたというのが現状でしょう。だか
ら、成果はもう少し先のお楽しみ。ということでしょうか。

　震災復興という時期に、がむしゃらに進んできたメンバー。その活動が地域に定
着することが問われるこの時期に、ゼミはどのように役割をはたしたのか。まだまだ変
化する地域において、これからも活動をつづけるメンバーによって、ゼミでの学びや
気づきが少しでも活かされることを願ってやまない。

特定非営利活動法人
日本NPOセンター

特任理事

田尻　佳史

変化の立ち向かえる組織に
～ふくしまNPO経営ゼミを通じて～

contents
2017年（1期生）所属団体紹介 　　4-5P

1年間の活動内容 　　6-7P

ふくしまNPO経営ゼミ　ゼミ生からの報告 　8-19P

福島県事務局からのメッセージ 　20-21P

活動アルバム 　22-25P

編集後記 　26P

目　次

………………………

…………………………………………

………………………………………………

…………

……………………………………

………………………



03ふくしまNPO経営ゼミ2017報告書

「ふくしまNPO経営ゼミ」とは
　武田薬品工業株式会社の支援を受け、当センターが実施する「タケダ・いのちと
くらし再生プログラム」の一環としてスタートしたプログラム。岩手県、宮城県、福島
県のNPOのリーダーを対象にした本事業は、各県5名という少数のメンバーが、1年
間を通じて主体的に学ぶことを目的とした企画です。

この企画に込める願いとは
　参加メンバーが被災された3県において、NPOが民間の力を最大限に発揮して、
被災地の復興活動やその後の地域活動を行う団体を、牽引するリーダー組織となっ
てもらうことです。そこでゼミでは、①まずは自らの組織の基盤強化を図ること ②メン
バーが主体的にこの機会を活用すること ③足元の課題のみならず、先進事例から学
ぶこと ④メンバー間の関係が、終了後も助け合えること ⑤自らの学びや経験を、他の
団体に共有すること を目標に、福島の第1期のメンバーには取り組んでもらいました。

さて、その成果は…
　メンバーは、みんな忙しい業務をやりくりして参加してくれました。最初は遠慮しな
がら、時に主体的運営という進め方に戸惑いながら。しかし回を重ねるうちに、悩み
を打ち明けたり、持論を展開したり、慰め合ったりと、仲間としての認識が浸透しはじ
めました。そして、遠方の団体視察を通じて、今自分たちがやるべきこと、これからの
福島に必要とされることについて、気づき、考え始めたというのが現状でしょう。だか
ら、成果はもう少し先のお楽しみ。ということでしょうか。

　震災復興という時期に、がむしゃらに進んできたメンバー。その活動が地域に定
着することが問われるこの時期に、ゼミはどのように役割をはたしたのか。まだまだ変
化する地域において、これからも活動をつづけるメンバーによって、ゼミでの学びや
気づきが少しでも活かされることを願ってやまない。

特定非営利活動法人
日本NPOセンター

特任理事

田尻　佳史

変化の立ち向かえる組織に
～ふくしまNPO経営ゼミを通じて～

contents
2017年（1期生）所属団体紹介 　　4-5P

1年間の活動内容 　　6-7P

ふくしまNPO経営ゼミ　ゼミ生からの報告 　8-19P

福島県事務局からのメッセージ 　20-21P

活動アルバム 　22-25P

編集後記 　26P

目　次

………………………

…………………………………………

………………………………………………

…………

……………………………………

………………………



04 ふくしまNPO経営ゼミ2017報告書

特定非営利活動法人
えんじょいらいふ福祉会
特定非営利活動法人
チームふくしま

郡山市
喜多方
市

福島市 伊達市
特定非営利活動法人
みんなのひろば

特定非営利活動法人
ココネット・マム

特定非営利活動法人
喜多方市民活動サポートネットワーク

特定非営利活動法人

みんなのひろば
〒960-0613　伊達市保原町字内町13-14
TEL：024-575-0157　FAX：024-529-5079
代表者／齋藤　大介

団
体
目
的

この法人は、フリースクールの運営を中心に、自
然体験・ものつくり・職業体験などさまざまな活
動を通して、主に学校に行っていない子どもとそ
の保護者を支援する。また、地域の方々のネット
ワークづくり・交流の機会を増進し、大人と子ど
もが真剣に向き合い、共に学び、共に遊べる、思い
やりのある社会づくりに寄与することを目的と
する。

活
動
内
容

①子どもが主体となるフリースクール運営事業
②ひきこもり等、若年求職者への就職サポート事業
③子どもの居場所つくり事業
④�保護者・関係機関・行政・市民・学生の学習と交流を図る
事業
⑤教育や不登校についての相談・情報提供活動
⑥親と子のふれあい事業
⑦児童福祉法に基づく障害児通所支援事業
⑧児童福祉法に基づく障害児相談支援事業
⑨その他目的を達成するために必要な事業

特定非営利活動法人

えんじょいらいふ福祉会
〒960-8254　福島市南沢又字前田5-27
TEL：024-559-3465　FAX：024-563-1063
代表者／飯塚　啓子

団
体
目
的

この法人は障がい者に対して地域活動支援事業
及び、芸術文化活動事業を提供するとともに自立
生活に必要な支援を行い、地域社会に貢献し、地
域福祉の発展に寄与することを目的とする。

活
動
内
容

①障がい福祉サービス事業
②地域生活支援事業
③相談支援事業
④障がい者に対する芸術活動

特定非営利活動法人

ココネット・マム
〒963-8025　郡山市桑野4-8-1 エレガンス桑野203号
TEL／FAX：024-931-6100
代表者／首藤　亜希子

団
体
目
的

この法人は、郡山市在住・在勤の家庭に対して、
子どもたちが安全に健やかに育つことができる
環境作り、子育て中の親が安心して働ける環境作
り、核家族が安心して住める街づくりを目指し、
広く公益に貢献することを目的とする。

活
動
内
容

①育児サポート事業
②学童保育室運営事業
③家事サポート事業
④イベント事業
⑤カウンセリング事業
⑥その他、相互援助活動の推進を図る事業

特定非営利活動法人

チームふくしま
〒960-8055　福島市野田町6-7-8 ツインコートB-103
TEL：024-529-5153
代表者／半田　真仁

団
体
目
的

この法人は、災害被災地域での復興支援に関する
事業、福島から日本を元気にする事業を行い、す
べての人々が夢と志を持って最幸の人生を送る
ことができる社会の実現に寄与することを目的
とする。

活
動
内
容

①福島ひまわり里親プロジェクトに関する事業
②放射線の測定と除染の研究に関する事業
③�新エネルギーを活用したコミュニティビジネスの調査・
研究事業
④地域を活性化する情報の収集及び発信に関する事業
⑤�地域と日本の活性化につながる催し、講演会、研修会等の
開催に関する事業
⑥�地域の特徴を活かした商品の開発とブランド化につなが
る事業
⑦�地方と都市の交流、国際交流を通じた地域の活性化と観
光振興に関する事業
⑧地域社会の担い手となる人材の育成事業
⑨社会的弱者等の雇用創出につながる事業
⑩災害被災地域での復興支援事業
⑪その他目的を達成するために必要な事業

TEL：024-572-7930　FAX：024-572-7931

2017年（1期生）所属団体紹介
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特定非営利活動法人
えんじょいらいふ福祉会
特定非営利活動法人
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特定非営利活動法人

喜多方市民活動サポートネットワーク
〒966-0806　喜多方市字水上6846 喜多方市厚生会館内
TEL／FAX：0241-22-0603
代表者／蛭川　靖弘

団
体
目
的

この法人は、喜多方市民が互いに支えあうための
各種のボランティア活動や、より成熟した社会を
目指して行う市民活動等の広範なネットワーク
を構築し、その拠点としての役割を果たすと共に
行政・企業・各種団体・個人と連携し、地域が抱え
る諸問題を解決するための事業を行い、地域発展
に寄与することを目的とする。

活
動
内
容

①市民活動情報の収集及び提供事業
②ボランティアコーディネート事業
③まちづくり提案事業
④非営利活動団体への連絡援助事業
⑤市民活動人材育成講座・講演事業
⑥環境保全リサイクル事業
⑦喜多方市ボランティア活動支援センターの管理運営事業
⑧公共事業等の受託事業
⑨その他目的達成のための事業

特定非営利活動法人

ふくしまNPOネットワークセンター
〒960-8068　福島市太田町12-30 マルベリービル6F
TEL：024-572-7930　FAX：024-572-7931
E-mail：center@f-npo.jp

福島県事務局


